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飯原 弘二

梅雨が明け，猛暑の季節となりました．日本専門医機構による新専門医制度，働き方
改革，脳卒中・循環器病対策基本法など，本邦の脳神経外科医を取り巻く環境は今後，
急速な変化を迎えていきます．将来の人口減少を考慮した医学部定員削減は需給予測に
基づくものですが，脳神経外科医は，地域医療を支えるために少ない定員で長時間の時
間外労働を行っており，学会が主導と若手のリクルートは大変重要なものと思います．
昨年の日本脳外科学会学術総会の“GREEN Project”は，その観点で重要な試みであ
り，続けて開催されることで，優秀な若手のリクルートは増加していくものと思いま
す．学会としては，脳神経外科を選んでくれた若手に，将来，大樹に育ってくれるよう
な専攻医教育を整備していくことが重要と思います．
「扉」では，産業医科大学 山本淳考教授から，多忙を極める臨床現場での若手教育の
課題について述べられ，新進気鋭の教授としての課題解決への意気込みを語っていただ
きました．私たちは現在，新専門医制度や働き方改革などの動きに翻弄されています
が，患者さんのアウトカムと QOLを改善するために，どのような医療の在り方が望ま
しいのか，自立して考えていく必要があります．
今回の「総説」は，昭和大学脳神経外科 水谷徹教授による「椎骨動脈を中心とした

解離性脳動脈瘤の病態，病理と治療」です．氏がライフワークともされている解離性動
脈瘤の一連の研究は，膨大な剖検所見の地道な解析に始まり，本総説では，外科治療を
中心とした複合治療の近年の進歩まで明快に解説されています．一連の研究を辿ること
によって，若手の脳神経外科医にとっては，脳神経外科医としての研究に在り方につい
ても有益な示唆を与えてくれるものと思います．「特別寄稿」は，浅野孝雄先生による
「AI時代における脳と心」の 1回目です．日常的に AIを活用した技術革新が急速な勢
いで進歩している現在，難解ではありますが，氏の寄稿から勉強していきたいと思いま
す．
そのほかにも，多くの有用な研究，症例報告が掲載されています．多忙な臨床の合間
に，優れた情報が満載されている本号をぜひ熟読され，日常臨床に役立てていただきた
いと思います．
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